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	私自身、木村先生のご紹介により日本臨床運動療法学会に参加するようになり、多くの先生方や若い研究者、学生の皆様の研究発表や講演を拝聴する中で大きな刺激を受けています。
	長年健康増進施設やフィットネスの側から「運動」を見てきた私にとって、医学・臨床・研究という視点から運動療法を捉える先生方のお話は、まさにカルチャーショックともいえるものでした。
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